
Makers
AIがあなたの代わりに働いてくれる時代がやってきそうです。

か はたら じ だい

「自分の分身」として働くAIクローンを開発する会社があります。労働人口不足が深刻化する日本にお
じ ぶん ぶんしん はたら かいはつ かいしゃ ろうどうじんこう ぶ そく しんこく か に ほん

いて、自分の分身が働いてくれれば自分とクローンの協働で何倍もの労働力となります。クローンの自分
じ ぶん ぶんしん はたら じ ぶん きょうどう なんばい ろうどうりょく じ ぶん

が複数いれば、人間よりもクローンのほうが総労働時間が多くなります。
ふくすう にんげん そうろうどう じ かん おお

しかも、このAIクローンはChatGPTのような誰にとっても万能で汎用なAIとは発想が異なり、「個人の特性
だれ ばんのう はんよう はっそう こと こ じん とくせい

や知識を反映した一つひとつが異なるAI」つまり、「個人の分身」として開発されたAIであり、個人単位で仕事
ち しき はんえい ひと こと こ じん ぶんしん かいはつ こ じんたん い し ごと

の支援や代替をしてくれます。このAIクローンは個人の分身ですから、名前、性別、性格、好き嫌い、普段使
し えん だいたい こ じん ぶんしん な まえ せいべつ せいかく す きら ふ だんつか

っている一人称、肩書や職責といった個人のプロフィール、話し方や回答ルールなどの振る舞い方、個人
いちにんしょう かたがき しょくせき こ じん はな かた かいとう ふ ま かた こ じん

が持つ特定の知識などの情報を入 力することで誕生します。
も とくてい ち しき じょうほう にゅうりょく たんじょう

なんでもAIクローンがやってくれるような気がしますが、この会社ではAIクローンに「物事を判断する責
き かいしゃ ものごと はんだん せき

任」は持たせていません。最終判断を下すのは人間であり、そこまでの道のりを短縮することを目的とし
にん も さいしゅうはんだん くだ にんげん みち たんしゅく もくてき

ているそうです。

AIは完璧な回答を返してくれるものではなく、様々なデータから推測して適切だろうと思われる回答を返
かんぺき かいとう かえ さまざま すいそく てきせつ おも かいとう かえ

してくれるものです。ですから、最終的な判断までAIに任せるのは危険なのです。
さいしゅうてき はんだん まか き けん

このようなAIクローンが普及すると、先生の個性を反映させたクローンが個別に授業を行ってくれる
ふ きゅう せんせい こ せい はんえい こ べつ じゅぎょう おこな

かもしれません。まるで家庭教師のようにクローンの先生が指導してくれます。しかも個性を反映させた
か ていきょう し せんせい し どう こ せい はんえい

クローンですから言葉遣いや口癖、冗談のパターンもそのままで、本物の先生と接しているような感覚で
こと ば づか くちぐせ じょうだん ほんもの せんせい せっ かんかく

す。こんなクローンができれば先生の働き方も改善されるのでしょう。しかし、個性を反映するのですか
せんせい はたら かた かいぜん こ せい はんえい

ら、先生自身も専門力や指導方法を高めていかないとクローンも成長しません。AIクローンの誕生は先生
せんせい じ しん せんもんりょく し どうほうほう たか せいちょう たんじょう せんせい

の働き方の質を変えることになるでしょう。
はたら かた しつ か

先生のクローンができるということは、生徒の皆さんのクローンもできるのでしょう。しかし、クローン
せんせい せい と みな

が学習しても生身の人間である皆さんの学習にはなりません。
がくしゅう なま み にんげん みな がくしゅう

デジタルは効率を上げるために活用することはできますが、
こうりつ あ かつよう

使える知識や思考力を育てるにはアナログ的な取組が必要
つか ち しき し こうりょく そだ てき とりくみ ひつよう

なのです。さて、未来の学校はどんな学校になるのでしょう。
み らい がっこう がっこう

本物の先生 AIクローンの先生1 AIクローンの先生2 校長 松川 明義
こうちょう まつかわ あきよし
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【 行 事予定】
ぎよう じ よ てい 29日(水)：性に関する指導ＬＨＲ（１年）、人権学習ＬＨＲ（３年生）

せい かん し どう じんけんがくしゅう

環境衛生検査
かんきょうえいせいけん さ

11月３日(月)～４日(火)：とっとり産業未来フェス(ビッグシップ)
さんぎょう み らい

週末の大会 バスケットボール部、ラグビー部、県高校駅伝、演劇部
しゆうまつ たいかい ぶ ぶ けんこうこうえきでん えんげき ぶ

べいこう
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